
（様式１５）

対象施設 横浜市鶴見公会堂

対象期間 令和７年４月１日～令和８年３月31日

指定管理者 株式会社アクト・テクニカルサポート

実施日 令和８年６月16日（火）

点検方法
業務点検実施マニュアルに沿い、指定管理者からの報告書類の内容審査、ヒアリン
グ、施設の立ち入り調査により実施した。

講評

　協定書及び計画書に基づいた管理運営が適切に行われています。講堂にはピアノを
設置し、多くの利用者に利用いただき、大変好評をいただきました。また、利用者アン
ケートにて意見が多かった７階トイレ水洗化を実施することで利用者の意見を実現しま
した。
　多文化共生では、研修にて翻訳アプリの利用方法をスタッフが習得し、外国籍の利用
者もいる中、積極的にコミュニケーションを図り、交流の場として機能しました。
　８月には鶴見公会堂夏まつりイベントを西口オープンカフェ（これつる主催）との協同
企画により開催し、近隣住民や、地域文化活動の様子をFacebook等へ掲載し、交流団
体の告知、交流機会の創出に貢献し、施設全体の利用率向上に寄与しました。
　月に１回実施しているスタッフミーティングの際には、夜間利用率向上や若い世代の
確保の課題について検討・意見交換を行い、施設の円滑運営を行っています。令和８
年度につきましても引き続き利用者の立場・目線に立った運営を期待しています。

指摘事項 特になし

改善状況 特になし

添付資料 業務点検結果シート（別紙）

令和７年度公会堂管理運営業務点検報告書



（様式１7）

業務点検結果シート（令和７年度総括） 施設名：鶴見公会堂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

頻度 点検項目 点検内容 点検結果

利用料金収入実績 収入実績、目標達成状況 利用料金収入実績は目標値の93.7％　前年度比96%（月割）

会議室等稼働率 部屋別の稼働率
講堂を含めた全体の稼働率は66％、会議室及び和室の稼
働率は50％。前年度講堂を含めた全体の稼働率は56％、
会議室及び和室の稼働率も58％。

利用実績
開館日数、利用者数、居所別利用件数、利用者
別目的別利用件数

入館者数は延63,604人、居所別利用件数は区内・市内で９
割以上を占めている。利用層としてはサークル活動・集会会
議・講習会研修会が多く、全体の約８割を占める。

施設の管理状況
事業計画書どおり実施しているか
（第三者への委託状況等）

適切に実施、管理されている。

修繕の実施状況 施設修繕の実施状況及び区への報告 適切に実施されている。

備品 備品（Ⅰ種）の購入・廃棄状況 適切に処理されている。

広聴、ニーズ把握
広聴（窓口、電話、ご意見箱、アンケート、市コー
ルセンターへの意見・要望等）や利用者ニーズ、
苦情等の把握状況と対応、掲示の有無等

利用者からのご意見・ご要望に対し、適宜対応がとられてい
る。

サービス向上、経費節減
サービス向上の取組状況、経費節減の取組状
況

施設の設備（動作や故障の対応等）について、スタッフ全員が基本
的な知識を共有することで、業務知識の偏りを正し、利用者への均
一なサービスの提供を心掛けている。

指定管理料の執行 指定管理料の支出金額、執行率 予算書に基づき適正に執行されている。

巡視点検 受付窓口の状況、館内の状況等 館内の巡視が適宜行われている。

運営体制 館長、指導員(副館長）、スタッフの勤務実績 業務に支障のない勤務実績であった。

自主事業（A型及びB
型）実施状況（対象館の

事業名、開催回数、参加人員、経費、１人あたり
の参加費、謝金など

制度外施設である。

運営目標の実績評価
運営に対する自己評価

事業計画書作成時に設定した運営目標に対す
る実績

概ね目標を達成しているが、光熱水費・消耗品費の増大が
課題となっている。

利用方法 利用要綱の内容、利用者への周知等 利用案内やホームページ等で周知されている。

個人情報保護取扱特記事項の取組状況（研修
の実施、誓約書の提出等）

スタッフに対し研修を行うとともに、研修実施報告書が提出さ
れている。

管理者独自の取組
指定管理者独自の研修を行い、その中で個人情報保護に
関する研修も行っている。

緊急時対策 緊急時対策マニュアルの作成・運用状況 作成されている。

防犯・防災対策マニュアルの作成・運用状況 作成されている。

消防計画の作成・提出状況 作成されている。

保険 施設賠償責任保険への加入状況 加入している。

その他研修等の報告 職員等に対する研修の実施状況 施設運営に必要な研修を幅広く実施。

本市重要施策の実現に
向けての取組状況

横浜市一般廃棄物処理基本計画に沿った取
組、市内中小企業への優先発注、環境政策、障
害者福祉政策、男女共同参画政策等の取組状

節電への理解・協力を利用者に呼びかけている。
また、市内中小企業への優先発注にも取り組んでいる。

事故等の発生状況 日時、発生状況、対応、再発防止策の検討 特になし

損害賠償 損害賠償の発生状況 特になし

不可抗力 不可抗力発生に伴う影響 特になし

情報公開 件名、申請状況、対応状況 特になし

喫緊の対応が必要又は
特に重要な意見、要望

すぐに対応が必要な意見、要望 ピンスポット経年劣化に伴う不具合の発生リスク

特に重要な施設の維持
管理、修繕に関すること

利用の制限を伴うなど、重要な施設の維持管
理、修繕に関する状況

特になし

随時

毎月

四半期

年１回

個人情報保護

防犯・防災対策

特
筆
す
べ
き
事
項

サービス向上や経費節減等の取組事項 改善指導事項

　鶴見公会堂は、築35年以上経過しており老朽化が進んでいます。指定
管理者は、日々利用者が過ごしやすい環境整備に尽力しており、設備の
不具合についても、中長期的な視野で計画的に修繕を行い、急な故障に
よる利用制限が発生しないよう、取り組んでいます。また、不具合が発生し
た場合も、区と協力し、迅速に対応しています。

特になし
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